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駒ヶ岳ではマイカーの乗り入れ規制を８月20日まで毎日実施中です。




2 広報 

　現在、市のまちづくりの方向性やこれを実現するための各種施策を定める総合計画の策定作業を進めております。 
　この計画を策定するにあたり、広く市民の皆様からまちづくりへのご意見をお聞きし、これを計画に反映するため、
アンケート調査を実施しました。 
　市民の皆様には貴重なご意見をいただきありがとうございました。この調査結果を踏まえて市民の皆様の意見を反
映した総合計画にしたいと考えております。なお、仙北市ホームページには調査結果をすべて掲載しておりますので、
そちらもご覧ください。 
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やや満足 わからない やや不満 

13％ 42％ 2％ 27％ 16％ 国道や県道、生活道路の整備 

15％ 37％ 3％ 23％ 22％ バスや鉄道等の公共交通の利便性の充実 

26％ 30％ 9％ 13％ 22％ 上水道の安定供給と施設の整備 

23％ 24％ 8％ 16％ 29％ （ 浄化槽） の整備と水洗化の普及 

16％ 24％ 30％ 28％ 都市計画や適正な土地利用の推進 

23％ 34％ 21％ 18％ 住宅団地、市営住宅の整備 

16％ 10％ 31％ 40％ 公園や子供の遊び場、緑地の整備 

17％ 40％ 22％ 18％ インターネット等の情報通信基盤の整備 

37％ 16％ 25％ 15％ 自然保護や景観保全の推進 

36％ 14％ 27％ 16％ 廃棄物の適正処理、リサイクル活動の推進 

43％ 13％ 24％ 12％ 健康づくりの推進と病気予防体制の充実 

34％ 7％ 29％ 22％ 地域医療、救急医療体制の整備 

28％ 23％ 25％ 20％ 子育て支援と保育体制の充実 

21％ 23％ 33％ 20％ 社会福祉（ 母子父子対策、低所得者対策、ボランティアの育成等） の充実 

28％ 14％ 31％ 22％ 高齢者福祉、介護保険事業の充実 

18％ 31％ 30％ 18％ 障害者福祉の充実と社会参加の促進 

22％ 12％ 32％ 30％ （ 国民健康保険、国民年金、公的扶助等） 

33％ 25％ 24％ 12％ 幼児教育の充実と教育環境の整備 

31％ 24％ 26％ 14％ 学校教育の充実と教育環境の整備 

29％ 24％ 31％ 13％ 生涯学習の推進と社会教育施設の整備 

24％ 18％ 31％ 23％ スポーツ活動の推進とスポーツ施設の整備 

37％ 26％ 19％ 9％ 芸術文化活動の振興と文化財の保護 

1％ 7％ 13％ 34％ 45％ 商業の振興と商店街の活性化 

1％ 5％ 24％ 29％ 41％ 工業の振興と経営基盤の強化 

1％ 5％ 22％ 26％ 46％ 企業誘致の推進と優遇制度の充実 

26％ 16％ 29％ 25％ 観光誘客体制の整備と観光資源の掘り起こし

25％ 15％ 31％ 25％ 観光宣伝の強化と受け入れ体制の充実 

15％ 26％ 31％ 27％ 観光産業と他産業の連携強化 

1％5％ 15％ 28％ 51％ 雇用の支援対策と雇用環境の整備 

10％ 31％ 27％ 30％ 農業の生産基盤整備と担い手育成 

8％ 41％ 23％ 27％ 林業の生産基盤整備と担い手育成 

44％ 24％ 17％ 7％ 消防体制の充実と消防団の育成強化 

30％ 24％ 29％ 13％ 自然災害等への防災体制の整備 

40％ 11％ 28％ 14％ 交通安全の推進と交通環境の整備 

31％ 17％ 33％ 15％ 防犯体制の強化と啓発活動の推進 

15％ 35％ 27％ 21％ 行財政運営の効率化と行政情報システムの整備 

20％ 23％ 34％ 21％ まちづくりへの住民参加と情報提供の推進 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％ 
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自然環境を大切にした景観の美しいまち

子育て環境が充実し情緒豊かな子供を育むまち

福祉が充実した人に優しいまち

医療体制が充実した健康づくりのまち

多くの人が訪れる観光のまち

特色ある農林業のまち

多様な商工業が活発なまち

道路や上下水道などの生活環境が整備されたまち

災害に対する備えが充実したまち

防犯や交通安全等の住民の安全が充実したまち

教育環境が整備され学校教育が充実したまち

さまざまな生涯学習活動が活発なまち

歴史と文化財を大切にする文化のまち

住民参加によるまちづくり活動が盛んなまち

その他 

～ 新市建設計画（ 田沢湖・角館・西木合併協議会策定）に掲げられている、４つのまちづくりの方針について伺います～
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観光資源の掘り起こしと冬季観光の充実 

点在する観光資源の連携による魅力の向上 

グリーンツーリズムや体験型観光の推進 

北東北の広域的観光の推進 

観光産業による雇用の場の確保 

秋田新幹線駅の駅前機能と観光情報提供機能の強化 

秋田空港からの二次アクセスの充実 

特色ある農林業の振興 

農山村や森林、水辺等の原風景の保全 

地域に密着した商業の展開 

地域に根ざした企業の育成と導入 

観光産業と他の産業との連携 

観光客への心のこもったもてなし

その他 
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伝統文化、行事等の保存と伝承 

芸術と文化のまちづくり 

まちづくり活動の支援 

地域住民の交流の推進 

姉妹都市などの地域間交流の促進 

スポーツの励行と支援 

自然体感施設の充実 

幼児教育の充実 

地域に根ざした特色ある学校づくり 

学校教育環境の整備 

医療体制の充実 

障害者福祉の充実 

子育て支援・児童福祉の充実 

その他 

高齢者福祉の充実 

快適な生活環境の整備 

自然環境の保全と公害の防止 

防災体制の整備 

公営住宅の整備 

Ａターン希望者受入態勢の整備 

情報通信環境の改善 

防犯体制の確立 

国道・県道など幹線道路の整備促進 

市道など生活道路の整備促進 

近隣空港を起点とした二次アクセスの充実 

鉄道駅を起点とした二次アクセスの充実 

交通安全対策の充実 

公共施設等のバリアフリー化の推進 

除雪体制の充実 

バス路線（民間バス・市民バス） の利便性の充実 

（ 秋田内陸線・ＪＲ） の利便性の充実 

その他 

住民参加の行政運営 

新しいまちづくりの計画的な推進 

事務事業の再編・整理、廃止・統合 

情報化の推進 

行政情報開示の推進 

コストを意識した行政運営 

民間委託等の推進 

市職員数の適正化 

第三セクターの見直し

行政評価システムの導入 

簡素で効率的な行政組織の構築 

その他 

No.10 2006.7 5 



田沢湖高原に「アルパこまくさ」が完
成し、５月31日に現地で開館式が行われ
ました。
この「アルパこまくさ」は、環境省の

ふれあいやすらぎ温泉地整備事業を活用

自然ふれあい温泉館（仙北市）、駒ヶ岳情
報センター（秋田県）、駒ヶ岳火山防災ス
テーション（国）が合わさった複合施設
です。施設は山小屋風の木造平屋造り、

し、平成15年より施設整備を進めてきた、

面積1，350平方㍍、総事業費は約７億
8， 000万円となっています。

関係者と命名者の三浦恵子さんが
テープカットをして開館を祝う

開館式では、石黒直次市長が「防災・情報・保養機能としてのみ
ならず、高原地域の観光拠点施設として地域の活性化と観光振興に
貢献されるものと期待する」と式辞が述べられました。また、愛称
である「アルパこまくさ」を命名した、三浦恵子さんに感謝状が授
与されました。最後に関係者によるテープカット、くす玉開披をし
て開館を祝いました。
アルパこまくさは、植生保護を目的に実施している、マイカー乗

り入れ規制に対応する駒ヶ岳へのバスの乗り換え拠点となっている
ほか、駒ヶ岳山麓にあるライブカメラの映像、タッチパネルによる
登山ルートや高山植物などの検索システム、イヌワシの生態映像が
ご覧いただけます。

６月１日、駒ケ岳山開きが開催され、市の観光関係者や一般登山者など
約100人が参加しました。
当日は、八合目で今年

の山の安全を祈願して神
事を行い、続いてテープ
カット後に記念登山へ出
発しました。濃い霧と時
折り強風が吹きつけるあ
いにくの天候でしたが、
参加者は咲きはじめた高
山植物を楽しみながら山
頂を目指しました。

山頂では、岩手県側から登ってきた雫石町の皆さんと合流し、恒
例のピッケル交換を行い万歳三唱で夏山シーズンの到来を喜び合い
ました。

例年より多く残る雪を踏みしめて登っています

雫石町の皆さんと万歳三唱する登山参加者
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田沢湖高原温泉郷のみなさんが主催する「たけのこ祭り」が、高原温泉
郷第２市営駐車場（高原ヴィラ田沢荘前）を会場に、６月３日から11日ま
で、９日間開催されました。
これは、地元で採れる「生保内たけのこ」を、観光で訪れたみなさんに

知ってもらおうと、平成14年から行われ５回目の開催となります。
期間中は、採りたてのたけのこやわらびなどの山菜が並べられたほか、

たけのこの炭火焼き、たけのこご飯、たけのこ汁なども販売され、大勢の
人で賑わいました。

約１千株１万本のレンゲツツジが自生している生保内公園を会場に、
５月26日から６月４日まで「生保内公園つつじ祭り」が開催されました。
好天に恵まれた３日、４日には家族連れやグループなど多くの人が訪

れ、公園内を散策したり、ステージで行われる郷土芸能を見ながら、お
弁当を広げる光景が見られました。
期間中はつつじの群生がライトアップされたほか、宝探しやたざわこ

吹奏楽団による演奏などが催され、多くの人で賑わいました。

平成７年12月に設立、翌８年４月から活動を始めた「かくのだて歴史案内
人組合」（組合長・佐藤正美）の利用者が５月21日、５万人目に達しました。
記念の５万人目となったのは長野県北佐久郡御

み

代
よ

田
た

町の内堀勝弘さん（64 
歳）、麗子さん（55歳）夫婦。勝弘さんは「４年前に友人たちと角館を訪れた
が、短い時間で足早に見学した。今度は、ゆっくりと時間をとり、妻にもぜ
ひ見せたい」と夫婦で再度角館を訪れたそうです。
角館樺細工伝承館で行われた記念セレモニーで花束、記念品が贈られた二

人は、「こんなに歓迎され、恐縮です」と笑顔で喜んでいました。 花束を受け取る内堀勝弘さん（中央）と麗子　　

同組合の案内人は30代から80代までの男女35人。有料で観光案内を行うほ さん（左）夫婦

か、冬期間は武家屋敷岩橋家で「角館冬がたり」を無料で実施、観光客から好評を得ています。

６月１日に角館町山谷川崎黒沢の黒澤ツルヱさん、６月18日に角館町岩瀬下タ野の中村イサヲさんが99歳の白寿
を迎えられ、仙北市からお祝いと花束が贈呈されました。二人とも「『食』が長寿の秘訣です」と話し、３度の食事
を規則正しく食べているそうです。

黒澤ツルヱさん（前列左から２人目） 中村イサヲさん（前列中央）
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仙北市議会６月定例 行政相談委員として
会最終日の６月26日に 尽力されている小西範
助役選任案が追加提案 子さん（西木町上桧木内）
され、昨年９月20日に が、このほど秋田行政
仙北市が誕生して以来、 評価事務所所長より感
不在となっていた助役 謝状を贈呈されました。
に秋田県知事公室課長 行政相談委員とは、
待遇の東海林

し ょ う じ

文和
ふ み か ず

氏 総務大臣から委嘱を受
（52歳・秋田市）が選任 け、役所の仕事につい
されました。 て困っていることや意

東海林氏は、昭和51年に秋田県庁へ入り、労政課長 見・要望を受け付け、
補佐、観光課長補佐、土木部監理課副主幹、秘書課主 解決を図るとともに、
幹、市町村課主幹などを歴任。今年４月から知事公室 制度や行政運営の改善
で、企画・行政改革を担当していました。 を図る、いわば「行政と

行政相談委員の小西範子さん 住民のパイプ役」です。

大曲仙北広域市町村圏組合消防本部（消防長・里見喜代治）で
は、３月に発生した秋田駒ヶ岳の遭難事故の際、捜索活動や資機
材を提供し捜索に協力してくれた団体に感謝状を贈呈しました。
感謝状を贈られたのは田沢湖地方猟友会、ドリームビジョン田

沢湖開発、アロマ田沢湖、田沢湖高原リフトの４団体。猟友会は
総勢73人が捜索活動に参加。他の団体は圧雪車やかんじきなどを
無償で提供されました。
５月24日に角館消防署で行われた贈呈式では、里見消防長が

「遭難者の捜索では、多くの人力と資材が必要であり、みなさん
の協力に感謝します。この地域は毎年のように遭難事故が発生し
ており、今後もよろしくお願いしたい」とあいさつし、感謝状と

里見消防長から感謝状と記念品が贈呈される 記念品を贈呈しました。

６月７日、仙北市商工会（会長・柏谷圭一郎）が主催する
新入社員（地元就職者）歓迎激励会が角館町の大安閣で開催
され、今春、仙北市内に就職した28人の新入社員が参加し
ました。
北都総研㈱インストラクターの大原悦子氏による接客マ

ナー研修では、職場での言葉づかいや電話の応対、お辞儀、
名刺交換、お茶の出し方など実習を交えた研修が行われ、
参加者は照れながらも社会人としてのマナーを身につけよ
うと真剣に取り組んでいました。昼食をはさんで午後から
は、秋田マナウス（有）代表取締役の斎藤秀明氏による記念
講演が行われました。

電話応対の実習をする参加者
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三村
みむら

治男
はる お

氏 三村
みむ ら

貢太郎
こうたろう

氏

仙北市教育委員会は仙北市内の豊かな自然を形成する動植物の種類や生態に
ついて調査、記録し、市民と共存し合える環境を保護していくため自然環境指
針となる基礎的資料を作成するための調査員として、田沢湖生保内の三村治男
氏、三村貢太郎氏の２名を「仙北市自然動植物調査員」として委嘱しました。
動植物調査のため市民の皆様のお近くにおじゃますることもあると思います。
その際は、貴重な動植物についての情報などお教えいただけるようお願いします。

平成18年度大仙市仙北市美郷町地区水防訓練が６月４日、大仙市の雄物
川河川敷を会場に行われました。
仙北市からは角館消防団第５分団、田沢湖消防団第３・４・８分団、西

木消防団第５分団の３隊が参加。
「前日より降り続いた雨により雄物川が警戒水位に達し、なお増水の恐れ
がある」との想定のもと、それぞれ川の流れを弱め堤防の崩壊防止や、拡大
を防ぐための工法である木流し工と川倉工を実施し、水害防止のための技
術を確認しました。なお、訓練の統監は石黒市長、大隊長は仙北市連合消
防団の浅利団長が務めました。

堤防の崩壊を防止する川倉工

藤里町で、児童が遺体で発見されるという痛ましい事件を受け、
５月26日、田沢湖総合開発センターで「子どもの安全を守る防犯関
係緊急合同会議」が開催されました。
この会議は、田沢湖防犯巡回隊が主催したもので、学校ＰＴＡや

老人クラブ、子ども110番の家など防犯関係者約70人が出席しまし
た。会議では市の担当者から、防災無線を活用した呼びかけの実施、
仙北警察署の担当者からは「住民の目で見て、不審に見えたら警察
へ連絡して欲しい」と、お願いがありました。
また、教育現場として「子どもたちには、避難訓練を実施し、危

険かどうか判断する力を養い、育てるような学習に取り組んでいる。
教職員では回りきれないので、地域のみなさんのご協力をお願いしたい」と、下校時の安全をお願いしました。

５月25日、仙北地区安全運転管理者協会田沢湖支部主催による、交通安全
教室が生保内小学校グラウンドで開催され、同校全校児童とだしのこ園の園
児が参加しました。
この教室は、小学生の自転車事故が５月に多発していることから、警察に

認められて実施されている事業です。
当日は、女性警察官から安全な横断歩道のわたり方や自転車の安全な乗り

方の説明を受けたあと、グラウンド内に設置された横断歩道や信号機を使っ
て、実際に横断歩道をわたる練習をしました。

横断歩道の安全なわたり方を練習中
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秋田県中学校体育連盟が主催する、第21回県中学校春季野
球大会が５月19日から21日まで由利本荘市で開催され、郡市
の予選を勝ち上がった12チームが出場しました。
21日、水林球場で生保内対仙南の決勝が行われ、初回に挙

げた２点を守りきった生保内中学校が２対０で初優勝を飾り
ました。
23日には、倉橋重吾主将、荒木田竜之副主将、部長の木元

先生、監督の青池先生、堀川校長先生が田沢湖庁舎を訪れ、
石黒市長に優勝の報告をしました。 優勝旗を手に報告に訪れた生保内中学校野球部関係者

角館中学校の２年生118人が、桜まつりで一番多く観光客が
訪れる桧木内川堤の横町橋から古城橋までの区間約800ｍ、160
本の桜並木に肥料を与える「お礼肥」の体験学習を行いました。
昭和63年からスタートしたこの学習は、毎年角館中学校２年
生が行う恒例の活動として受け継がれ、今年で19回目となりま
す。
お礼肥の作業に汗を流した生徒たちは、「桜の大切さを改め

て感じた」「桜を守る作業に参加したことで、来春きれいに咲
慣れない手つきで肥料を与える生徒たち く桜が今から楽しみ」と感想を話していました。

お れ い ご え

生保内中学校の生徒会が進路学習の一環として企画した「生き方


を学ぶ集会」が、５月31日に石井浩郎氏（本県出身、元プロ野球選


手）を迎えて行われました。


会には生保内中学校の生徒と生保内小学校の６年生が参加し、中


学生二人の司会で生徒の質問に石井氏が答える形式で進められまし


た。「選手時代、練習量は多かったですか」という質問に石井氏は


「練習量は多かった。理由は、練習し準備をしっかりしておけば自信
をもってプレーできる。さぼってしまえば自信をもってプレーでき
ず、後で後悔する。それは野球以外、たとえばテストなどでも同じ」
と答えていました。会の最後に「中学生活はあっという間に過ぎて
しまう。あの時頑張ればよかったと思っても、やり直すことはでき
ない。悔いのない生活をしてほしい」と話していました。

６月４日（日）市営球場他

優　勝
個人表彰

広報 

田沢ブッチャー 準優勝
最優秀選手賞　　千葉祐介選手　（田沢ブッチャー）

優秀選手賞　　　中本貴之選手　（田沢ブッチャー）

敢闘賞　　　　　田口徹選手　　（丸八倶楽部）

敢闘賞　　　　　田口秀典選手　（田沢ブッチャー）

敢闘賞　　　　　猪本直樹選手　（北光金属工業）

丸八倶楽部
チーム表彰

マナー賞 田沢ブッチャーチーム

10 



看護協会大曲仙北地区支部会員による看護の日が開催されました。

初めての試みとして病院公用車の車庫を開放してもらい院外での開
催となりました。
当日はあいにく肌寒い天候でしたが、170名程の参加者があり、血

圧測定や健康相談を行い、花の苗や風船、ポケットティッシュをプ
レゼントしました。

ましたのでその結果を報告したいと思います。

のトレーニングを経て、今期の飛躍がなお一層期待されるところです。

新たな気持ちで部活動がスタートしました。

でもベスト４に入るという素晴らしい成績を収

めました。準決勝戦で惜しくも秋田和洋高等学

も、この春の全県大会に何大会か振りに駒を進

め、７月からの甲子園予選大会でも旋風を巻き

起こしてくれることを期待しています。

山囃子同好会のこれからの活躍も大いに期待されます。

生徒・職員一丸となり、これからも頑張っていきます。

「誰もが持っている『看護の心』どうぞその気持ちをいつまでもど
こまでも」をテーマに、市立角館総合病院で６月１日、（社）秋田県

毎年、看護週間の行事の一環として行っているもので、今年度は

運動部にとっては、年間の活動の一番のメイン行事となる全県総体が、６月６日（火）でほぼ全種目終了し

まずはこの冬のスキー部の活躍からです。全県総体では、現３年生の金子未里さんが、女子回転競技・大回

転競技の２冠を制し、また現２年生の村田知至君が男子大回転競技３位入賞するなどの成績を収め、本県鹿角

市で行われたインターハイでも活躍してくれました。なお金子さんはJOCジュニアオリンピックカップ女子回

転競技優勝、女子大回転競技３位、全日本ジュニアスキー選手権大会女子回転３位となるなど、これからの夏

さて、４月からは１年生の新入部員を加え、

５月初めに行われた県南総体では、女子ソフ

トテニス部が優勝の栄冠を勝ち取り、全県総体

校に敗れ決勝進出はなりませんでしたが、見事

な頑張りを見せてくれました。また、女子剣道

部が団体戦で全県ベスト８に入るなど、全体と

して女子生徒の活躍が目立ち、男子生徒の奮起

をこれから期待したいところです。また野球部

文化部では、美術部の３年生高橋彩夏さんが、昨年度全県高校文化祭総合美術展でデザイン部門推奨を受賞

し、今年度文化部のインターハイである全国高校文化祭に作品を出品します。また、吹奏楽部や郷土芸能の飾

昨年度大学進学や公務員試験で大きな成果を上げた本校ですが、もうひとつの柱に部活動があります。大会

での活躍、勝つことはもちろん重要課題ですが、人間形成の場としても無くてはならないものと考えています。

角館高校の教育実践報告 
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12 広報 

決算
準備

～２ （日） 玉川

２ １

角館庁

（角館庁舎内）

TEL　 3361 
FAX　 1727 

1248　FAX　 3577 

　５月19 日、角館広域交流センターを会場に、
秋田わか杉国体平成18年度仙北市実行委
員会第１ 回総会が開催されました。
　総会では、平成17年度の事業報告、
報告、平成18年度の事業計画、予算、
作業の進行状況などの説明、競技別リハー
サル大会の開催要項が原案の通り承認され
ました。

　今年度は、来年の秋田わか杉国体に向け、カヌーのリハ
ーサル大会として「全国ジュニアカヌースラローム・ワイルドウ
ォーター秋田大会」「日本カヌースラローム・ワイルドウォーター
ジュニア選手権大会」を７ 月２２ 日（土） ３ 日 まで、
特設カヌー競技場（ 生保内字船場～ 堂田）で開催する予定
です。
※ワイルドウォーターレーシング
　流れの激しい川に設置されたコースを一気に漕ぎ下る競
技で、順位は所要タイムで決定されます。競技距離は1,500 
ｍとスプリントの２種類があります。
※スラロームレーシング
　設置されたゲートに触れないように通過し、その速さを競
います。スタートからゴールまでの所要タイムと各ゲート通過
の際の罰点を加えて順位が決定されます。５ ゲート、５ ゲー
トの２種目が行われます。

　馬術競技、軟式野球競技開催準備のため、
舎内に国体事務局角館分室を設置いたしましたので、
お知らせいたします。

問い合わせ先
〒014-0392 
仙北市角館町東勝楽丁19
仙北市総務部国体事務局角館分室 

（43）
（54）

　第６２ 回国民体育大会「秋田わか杉国体」を１年後に控え、本大会・リハーサル大会に向け、国体事務局では準備を進め
ております。
　今後、広報などを通じて競技種目の紹介や国体の動向を随時お知らせ致します。
　市民の皆様のご支援とご協力を得ながら、開催に向け取り組みをしてまいりますので、よろしくお願い致します。
問い合わせ先　　　　　〒014-1201　仙北市田沢湖生保内字宮ノ後３０ 　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　仙北市総務部国体事務局　　TEL　（43） （43）



５月21日（日）午前10時、『みんな日頃の信心がよいから晴れたよ。さぁ～出発』の声がかかって、集合場所の
総合開発センターから生保内川橋（生保内川癒しの渓流の起点）へと向かう。
老若男女52名の参加者たちは、元気そうな笑顔で歩き始めた。みんな顔見知りの気安さが会話をはずませる。

「水制」である。昭和
35年８月には、洪水で行方が知れない人も含めて15名が犠牲になった。この水制は、その後に造られたに違いな
い。水制は読んで字の如く「水の勢いと方向を制す」土木構造物である。生保内川は、急流だから雨が降ると一
気に増水し洪水となった。これらの水制群は、水害と戦ってきた生保内川の歴史を語る建造物と言える。

「青い空」「新
緑」、そして生保内川の「清らかな流れ」の中を歩くことがこんなに気持ち
よく「自然に人は癒される」とはこういうことなのだと、歩いてみて改め
て実感した。
程なく、一昨年出来たばかりの「大暗渠砂防えん堤」が見えた。えん堤
建設の跡地を利用して、これからこの上流に「生保内川癒しの渓流づくり」
で、駐車場や休憩所、広場が、高齢者や障害者にも利用し易いユニバーサ

『車イスの人も、この生保内川
の自然に触れられたら、喜ぶだろうな』と、山景を背にした生保内川を眺

めながら想いをめぐらせた。
参加費五百円を弁当代にあて、えん堤の近くで昼食会を行った。

たかのようだ。
時々、 「まちの人」の環、そして「まちへ訪れる人」との環も出来たよ
うに感じる。
清流生保内川が「人の環」を創り出した。

「生保内川癒しの渓流づくり」実行委員会
委員長　菅原陽三　記

問い合わせ　 ４３－３３３３ 

本と雑誌の貸出は１０冊まで期限は２週間です。
ビデオやＣＤ、ＤＶＤは２本まで１週間借りられます。きちんと守ってね。
開館時間　火曜日～土曜日　午前９時から午後７時まで

日曜日　　　　　午前９時から午後５時まで
休館日　　月曜日、祝日、月末整理日

ラウンジでは、新聞を読んだり、休憩ができます。
（ここではお茶を飲むことができます。自販機あり）
館内ではインターネットを１人30分体験できます。
館内のモニターで１日１回ビデオやＤＶＤを見ることができます。大切に使ってね。
図書館ボランティアのみなさんによる「かみしばいとおはなしの会」は毎月開催しています。

夏休み前に新しい本がたくさんはいりました。
大人気の「ハリーポッター」

程なく川沿いに古びたコンクリートの壁のようなものが堤防から突き出ているのに気づく。

広くなった河原に出ると程よいウォーキングの爽快感に、つい『ここで
冷たい缶ビール飲んだら旨いだろうな』と、思ってしまう。

ルデザインを導入して創られる計画がある。

ボランティアで炊き出された「みそ汁」と、それぞれが持ちよった山菜とアルコールで話しが弾み、時を忘れ

「こまち」の車窓から手を振ってくれ、

今回は７月８日（土）午前10時からです。

以外のファンタジーを集めてみました。新しい絵本もたくさんあります。
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新潮社から学習資料館へ
寄贈されました図書を紹介します

（秋庭俊）

（新潮社編）

（小池真理子/小説・ハナブサリュウ/写真）
◆ ここまで来た新常識　赤ちゃん学を知っていますか？

（産経新聞「新・赤ちゃん学」取材班）

19（次原隆二）

「名将　佐竹義宣」
家康につくか、それとも西軍か。天下分

け目の戦いを生き抜き、秋田藩の初代藩主
となった、若き日の義宣をえがいた長編小
説です。

（南原幹雄著　　角川書店）

森のくまたちが、みんなで散歩にでかけ
ます。その間にだれかが家にやって来まし
た。かわいいくまたちが活躍するおなじみ
のお話です。

（いもとようこ著　　金の星社）

●波切り草（椎名誠）

10日（月）
17日（海の日）
18日（振替休館）
24日（月）
31日（月）

学習資料館からお知らせ
仙北市総合情報センタ―・学習資料館は西宮家（田町側）向かいにあります。
ビデオ・ＣＤも貸出しております。どうぞご利用下さい。

村君子）

（永井永光・水野恵美子・坂本真典）

（小池寿子・芸術新潮編集部）

（金子達仁）

◆ 帝都東京・隠された地下網の秘密［２］ 
◆ 痴情小説（岩井志麻子）
◆ がんと一緒にゆっくりと（絵門ゆう子）
◆ 空を飛ぶ恋－ケータイがつなぐ28の物語－　　　

◆ 居酒屋道楽（太田和彦）
◆ 集中講義　織田信長（小和田哲男）
◆ 危ないお仕事！（北尾トロ）
◆ イノセント

◆ プリンシプルのない日本（白州次郎）
◆ 銃（中村文則）
◆ 笑う食卓（西村淳）
◆ ぢぞうはみんな知っている（群ようこ）
◆ 大遺言書（語り/森繁久彌・文/久世光彦）
◆ 太陽の塔（森見登美彦）
◆ 100万回の言い訳（唯川恵）
◆ 紀文大尽舞（米村圭伍）
◆ カレンの眠る日（アマンダ・エア・ウォード）
◆ フェルマーの最終定理（サイモン・シン）
◆ 武器よさらば（ヘミングウェイ）
◆ 殺し屋麺吉　５（富沢順）
◆ ゴッドサイダー　セカンド　８（巻来功士）
◆ 桜坂満太郎　14（吉田健二）
◆ レストアガレージ251

● 夜の朝顔（豊島ミホ）
● 棄霊島（内田康夫）
● 迷宮の少女たち（保坂渉）
● 大卒無業（矢下茂雄）
● 強運の持ち主（瀬尾まいこ）
● せつないカモメたち（高樹のぶ子）
● 美肌への道（佐藤絵里香）
● 洋ランを咲かせたい（大場良一）

● 浮かれ黄蝶（平岩弓枝）

３ 日（月）

◆ エラいところに嫁いでしまった！（
◆ 着物あとさき（青木玉）
◆ 押入れのちよ（荻原浩）
◆ パラサイト式血液型診断（藤田紘一郎）
◆「窒息」で身体が変わる（中村明一）
◆ 江戸の性愛術（渡辺信一郎）
◆ 絵の中の魂　評伝・田中一村（湯原かの子）
◆残光（小島信夫）
◆ 文士の生魑魅（車谷長吉）
◆余命（谷村志穂）
◆ うそうそ（畠中恵）
◆ 空高く（チャンネ・リー）
◆ 子どものセンスは夕焼けが作る（山本美芽）
◆ 永井荷風　ひとり暮らしの贅沢

◆ 一日で鑑賞するルーヴル美術館

◆ サッカーのこと知ってますか？（加納正洋）
◆ すべては、あの日から。
◆ Ｗ杯ビジネス30年戦争（田崎健太）
◆ 自壊する帝国（佐藤優）
◆ 阿川弘之全集　10巻（阿川弘之）
◆ 御社の営業がダメな理由（藤本篤志）
◆ 世界中のお菓子あります（田島慎一）
◆ 数学を愛した作家たち（片野善一郎）
◆はり100本（竹村　文近）
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内　容 

公民大学 
郷土研究学科 

公民大学 
園芸学科 

公民大学 
書道学科県展見学 

公民大学 
書道学科

公民大学 
書道学科

公民大学 
陶芸学科

公民大学 
陶芸学科

公民大学社会 
学科　広久内校 

日 

6、

5日

4、

6、

7日

時刻 会場 

豊心園 

秋田市 

陶芸実習室 

陶芸実習室 

会館 

◆主　　催　秋田県家庭教育推進協議会 
◆募集期間
◆表　　彰
　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　（１
１ 、 リ

◆作品紹介　 
　

◆著作権
◆応　　募　 

０ ４０ 

対　象　　田沢湖地区市民

　ワードコース

　

時　間
会　場
講　師
　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　千葉薫氏 
　　　　　
内　容
　ワードコース

　 関数等 

費　用 ，０００円
申　込

０６１ 
。

「戸

を

（月）

対象者 ０名
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　 ０６１） 

参加費　無料 

（水）
【田沢湖地区】
講師　浦山久二　氏 
　①宝仙台 
【西木地区】
講師　西木町文化財保護協会　会長　沼田欣治朗氏 

角館公民館 

（研究）

（専門）

（１ 班） 

（２ 班） 

11 日

20 日

19 日

12 、26 日

18 日

20 日

13：30 

9：00 

8：30 

13：30 

13：30 

9：30 

9：30 

10：00 

角館伝承館 

アトリオン

角館公民館 

角館公民館 

下中川原 

　家庭教育支援総合推進事業の一環として、家庭や地域
での子育てにまつわる情景や思い、家族へのメッセージなど
をテーマに、ファミリー川柳を募集します。
　ほんわかしたあたたかさや声に出して言えなかった思いが
伝わる作品をお待ちしています。
　どうぞふるってご応募ください。

　平成１ ８年７ 月１ 日～８ 月２８ 日 
　・秋田県家庭教育推進協議会賞 
（１ 点、５ 千円相当の図書カード）

　　　　　　・ほんわかファミリー賞
（４ 点、３ 千円相当の図書カード）

　　　　　　・佳作 
０ 点程度、２ 千円相当の図書カード）

　表彰式は、０ 月１４ 日（土） 協議会長賞とほんわかファミ
ー賞のみ秋田市で行います。

【入賞作品】ポスター等に掲載し、市町村教育委員会・学
　校などに配布します。また、県生涯学習課のホームページ
　等に掲載予定です。

　主催者に帰属。※応募作品は返却しません。

　西木公民館・田沢湖公民館・角館公民館･仙北市ホーム
ページに備え付けの応募用紙に記入の上、郵送、ファックス
等でご応募ください。
◆応募先・問合せ先
　〒014-0515　仙北市西木町門屋字漆原89-2 
　　西木公民館　TEL　４７－３１０ 　FAX　４７－３１

（各コース先着２ ０名まで） 
日　程

　　①７ 月２５ 日(火)　  ②７ 月２７ 日(木) 
　　　　　　　　　③８ 月 １ 日(火) 　 ④８ 月 ３ 日(木) 
エクセルコース　　①８ 月 ８ 日(火) 　 ②８ 月１０ 日(木) 
　　　　　　　　　③８ 月２２ 日(火)　  ④８ 月２４ 日(木) 

　午後６ 時　～ 　午後８ 時
　生保内中学校 
　コンピューターアシストデベロップメント有限会社 

（ きたうら花ねっと理事、秋田県地域ＩＴ リーダー） 

　基本操作、文書作成、書式設定、
　　　　　　　　表の作成等
エクセルコース　基本操作、書式設定、表作成、
　※エクセルコースは、パソコンの基本操作の出来る方の
　　みを対象とします。

　テキスト代として１
　田沢湖公民館へ電話でお申込みください。

　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥ Ｌ　４３－１
　　　７ 月７ 日(金) から７ 月１４ 日(金) 午後５時まで（土日を除く） 
　　　※定員になり次第締切りとさせていただきます。

　蘆名氏・佐竹氏の前に仙北郡北部を支配した戦国大名
沢氏」の足跡を辿る学習会を開催します。仙北市内に残る、
田沢湖の宝仙台～ 西木の戸沢、門屋～ 小松山（ 古城山）
２回に分けて見学します。
開催日　①７ 月２６ 日（水） 　②７ 月３１ 日
　　　　集合時間等、詳細につきましては後日、申込者に
　　　　連絡いたします。

　田沢湖地区市民　先着５ 
（２回とも参加できる人。また、長い距離を歩ける方） 

申込み　７月６ 日～７ 月１９ 日（土日祭日を除く） の午後５ 時ま
　　　　で田沢湖公民館へ電話でお申込ください。

（ＴＥ Ｌ　４３－１
　　　　定員になり次第締切りとさせて頂きます。

※都合により、見学場所が変更になる場合もあります。

第１回　７ 月２６ 日

　①戸沢城跡　②真山寺の乳イチョウ　③門屋城趾 
　④大国主神社　⑤昼食・学習会･･･西木公民館 

第２回　７ 月３１ 日（月） 
【角館・田沢湖地区】
講師　角館歴史案内人組合　組合長　戸沢嗣郎氏 
　①小松山城趾　②報身寺（ 菩提寺） ・成就院（ 薬師堂） 
　③神明社・渦巻天神（ 戸沢氏の祈願所） 
　④昼食・学習会･･･樺細工伝承館 
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平成１８年度の１か月分の保険料額は次のとおりです。 

全額免除 

４分の１納付 

半額納付 

４分の３納付 

全額納付 

保険料額  

０円 

３，４７０円 

６，９３０円 

１０，４００円 

１３，８６０円 

免除される額 

１３，８６０円 

１０，３９０円 

６，９３０円 

３，４６０円 

０円 

※　全額免除または一部納付の対象となるためには、
　本人・配偶者・世帯主のそれぞれの所得が一定の
　基準額以下であることが必要となります。 
　　また、一部納付制度においては、納付すべき保
　険料額を納付されなかった場合は、一部免除が無
　効となり、未納と同じ扱いとなりますのでご注意くだ
　さい。 

～「３種類の保険料一部納付（免除）制度」が平成18年７月からスタート～ 
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は、

（Ａ） 

（Ａ） 
４ ６ 

　　場合（Ａ） 

医療給付分 

介護給付金分 

所得割額 
8.2／100 25／100 500円 000円 

資産割額 均等割額 平等割額 

所得割額 
1.8／100 4.5／100 500円 800円 

資産割額 均等割額 平等割額 

し、
た額

000円 

し、
た額

6， 
た額

7，800円 

３－３３０７ 

乳　幼　児 

障害（児）者 

満１

（１～ （Ａ） 

障 害 者

※重度心身障害

，０００円

　現在、受給者証をお持ちの該当者には、
通知します。 
　また、未申請の方、今年度新たに該当す
ると思われる方は、８月１日以降に市民課
へお問い合わせください。 

桧木内出張所 
神代出張所 

（木）
 　※時間はいずれも、午前９時～午後５時 

○問い合わせ 

　市民課国保年金係　 
　ＴＥＬ　４３－３３０７ 
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　昨年９ 月の町村合併後も平成１ ７年度（平成１ ８年３ 月３１ 日まで） 
旧町村別の税率で課税されていた国保税ですが、４ 月１ 日より全市一
律の税率とすることが、６ 月定例市議会で審議され、以下のように決定
となりました。

 所得割額＋ 資産割額＋ 均等割額＋ 平等割額＝ 医療給付分税額
（ 課税限度額５３ 万円）

 所得割額＋ 資産割額＋ 均等割額＋ 平等割額＝ 介護給付分税額（Ｂ） 
（ 課税限度額９ 万円）

は国民健康保険税額（ 医療分）
（Ｂ） は国民健康保険の該当者で、０歳～ ４歳までの方が世帯にいる

に加算されて課税されます（ 介護分）

23， 29， 

6， 7， 

世帯の国保加入者の所
得から基礎控除額を控除
その額に8.2％ を乗じ

世帯の固定資
産税額に25％ 
を乗じた額

世帯の国保加
入者１ 人につき、
23， 500円を乗
じた額

加入世帯１ 世
帯当り 
29， 

世帯の国保加入者の所
得から基礎控除額を控除
その額に1.8％ を乗じ

世帯の固定資
産税額に4.5％ 
を乗じた額

世帯の国保加
入者１ 人につき、
500円を乗じ

加入世帯１ 世
帯当り 

ＴＥ Ｌ　４

重度心身

生まれた日から満６ 歳に達する日以後の最初の３ 月３１ 日まで（例えば、７月１５ 日で満６歳になった
人は来年の３ 月３１ 日まで） 

母子・父子家庭となった日から、 ８ 歳に達する日以後の最初の３ 月３１ 日まで（例えば、７月１０ 日 
で満１ ８歳になった人は来年の３月３１ 日まで） 

老人保健医療適用前の人…身体障害者手帳 ３ 級） または療育手帳 を持っている人

老人保健医療対象者…上記に該当する人で６ ５歳から老人保健医療の対象となっている人 

高齢身体
老人保健医療適用前の人…６５ 歳以上で身体障害者手帳（４～６ 級） を持っている人

老人保健医療対象者…老人保健医療の対象者で身体障害者手帳（４～６ 級） を持っている人

母子・父子 
家庭の児童 

（児） 者以外は所得制限があります。ただし、重度心身障害者であっても社会保険本人の場合には所得制
　限があります。
※乳幼児の補助内容に自己負担が導入されました。内容は、次のとおりです。
 　①受給者が自己負担分の半額を医療機関で負担。ただし、上限は１ （１ 医療機関、１ か月ごと、総合病院は各科ごと）
 　②０ 歳児は自己負担分の医療機関での負担はなし。
 　③市民税非課税世帯は、自己負担分の医療機関での負担はなし。

○更新日程　 

　７月25 日（火） 西木庁舎、
　７月26 日（水） 田沢湖庁舎、
　７月27 日 ・28 日（金） 角館西側庁舎 
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　児童扶養手当とは、次のいずれかに該当

する１８歳の年度末までの児童（心身に中

程度以上の障害がある場合は２０歳未満まで） 

の母、または母にかわってその児童を養育

している方に支給されるものです。

・父母が離婚した子ども

・父が死亡、または生死不明である子ども

・父が重度の障害を有する子ども

・父が１年以上拘禁されている子ども

・父から１年以上遺棄されている子ども

・婚姻によらないで生まれた子ども

※　ただし、国民年金、恩給、厚生年金な

　どの公的年金を受けることができる人に

　は支給されません。

◇認定された方は、毎年８月に現況届を提出する義務があります。（該当者には通知します。） 

◇収入の有無にかかわらず確定申告もしくは民税の申告が必要です。

所得に応じて決定されます。

支給要件に該当する方は、請求の手続きをし、認定を受けるこ
とにより、請求をした日の属する月の翌月分から支給されます。

子ども1人の場合

子ども２人以上 
の加算額 

全部支給 

一部支給 

２人目 

３人目以降
 1人につき

 月額　４１，７２０円

 月額　４１，７１０円
 ～９，８５０円

 月額　５，０００円

 月額　３，０００円

支　給　日

　４月１１日 

　８月１１日 

１２月１１日 

支給対象月

 １２月～ ３月

４月～ ７月

８月～１１月

　秋田県では平成１８年度から２０年度の３年間に取り組む目標を掲げた県のＤＶ防止基本計画「秋田
県配偶者からの暴力の防止および被害者の保護に関する基本計画」を策定しました。
　この概要をお知らせする説明会と、ＤＶ問題に関する理解を深めていただく講演会が開催されます。

■日時：７月１１日（火）　１３：００～１５：３０ 
■場所：（県南地区）秋田県立近代美術館６階研修室（横手市）
 　　　※県北地区・・・７月１０日（月）１３：００～　北秋田市交流センター講堂
 　　　　中央地区・・・７月２１日（金）１３：３０～　明徳館ビル２階カレッジプラザ講堂
■内容：『秋田県ＤＶ防止基本計画の概要について』（説明）
 　 　『ＤＶ理解を深める講演会』～ＤＶ神話？を崩す～ 
　　　 　　　　　　　　講師：秋田大学医学部助教授　米山奈奈子 氏 
■その他：参加費は無料。託児を希望される方は申込時に連絡してください。
■申込、問合せ：秋田県健康福祉部子育て支援課 
　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ０１８（８６０）１３４５／ＦＡＸ０１８（８６０）３８４４ 
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仙北市（角館地区）では、平成４年度から土地の基本となる地籍調査事業を実施しています。地籍とは、一筆
ごとの地番・地目・面積・所有者・権利関係を記録したもので、人の戸籍にあたるものです。
これまでの土地の基本となる土地台帳や地図は、明治時代に作成されたものでありますが、当時は測量技術が

あまり発達していなかったことなどから、実際の土地に比べて大きさや形が異なっている所なども数多くあり、
境界紛争の原因にもなっていました。
この地籍調査事業で、みなさんの所有している土地（宅地・田・畑・山林・原野など）の正確な地図や台帳を

作ることにより、災害などで境界が不明になっても容易に復元することが出来たり、境界紛争等のトラブル防止
になるなど、市民のみなさんにも多くの利点がありますので、次の調査計画区域に土地を所有されている皆様方
のご協力をお願いいたします。
■平成18年度調査計画区域
仙北市角館町山谷川崎
■調査実施期間 平成18年７月上旬から９月中旬

※関係者の方々には事前にご通知いたします。
■お問い合わせ先 総務部管財課　国土調査担当（中町庁舎） ＴＥＬ（４３－３３８５） 

　６ 、

◎普通徴収

　

◎特別徴収
　　　　　　※特別徴収
　　　　　　　

　　　　　　　 ７・８・

表１【平成18年度介護保険料】

表２

０ 
　　　　　　

８ ６－３ １ 
０１８ ３－２２８１ 

段　階 
第1段階 

第2段階 

第3段階 

第4段階 
第5段階 
第6段階 

　　　区　分

[ 
以下 

[ 

23,940円 

23,940円 

35,910円 

47,880円 
59,850円 
71,820円 

保険料

第２期
１

第４期
１

第５期
１

第６期

雫田（一部）、大場（一部）、下大場（一部）、菅平、上大場（一部）、北大場（一部）

５ 歳以上の方の介護保険料は所得や住民税課税状況によって決定し（表１ 参照）納め方は納付書や口座振替で納め
る普通徴収と年金からの天引きによる特別徴収に分かれます。

…７ 月中旬送付の納付書により納期限日（表２ 参照）までに納めます。納め忘れを防ぐため、口座振替の利用を
　　　　　　お勧めします。（申し込み用紙は金融機関窓口にあります） 
○普通徴収の対象となる方…年金の年額が１８ 万円未満または受給していない方、４ 月１ 日の時点で年金を受けていない方、
　　　　　　　　　　　　　老齢福祉年金を受給されている方、平成１ ８年度中に６ ５歳になられた方

…年金支給月（偶数月） に天引きによる納付となります。介護保険料額のお知らせは７ 月中旬に発送します。
（天引き） の対象となる年金が拡大されました。これまで、遺族年金・障害年金からは

天引きできませんでしたが、平成１ ８年１０ 月からは天引きによる納付となります。（年額１８ 万円以
上受給の場合） この場合、 ９月は普通徴収となります。

【平成１８ 年度普通徴収介護保険料納期限日及び口座振替日】

※税制改正の影響で住民税が課税となり、保険料段階が上昇した場合には、負担を段階的に引き上げる激 
変緩和措置がとられます。

※納期限日を過ぎると介護保険料に加えて、督促手数料１０円がかかる場合があります。
問い合わせ先

　　　　　　　介護保険事務所　　保険管理班　　　　　　　　　 ＴＥＬ０１７－８ ９１
　　　　　　　仙北市福祉事務所　長寿子育て課　長寿いきがい係　ＴＥＬ ７－４

（平成１ ８年度の住民税課税状況による） 
生活保護受給者か老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税 
住民税非課税世帯で本人の合計所得金額+課税年金収入額]が80万円 
（年間）

住民税非課税世帯で本人の合計所得金額+課税年金収入額]が80万円 
（年額）を超える

本人が住民税非課税（ 世帯内に課税者がいる） 
本人が住民税課税で合計所得金額が200万円未満 
本人が住民税課税で合計所得金額が200万円以上 

基準額×0.5 

基準額×0.5 

基準額×0.75 

（ 基準額） 
基準額×1.25 
基準額×1.5 

（年額）

第１期
７ 月３１ 日 ８ 月３１ 日 

第３期
０ 月２ 日 ０ 月３１ 日 １ 月３０ 日 １ 月４ 日 



■講習会： ９：３ ５：３０ 
： ９：３ ２：００ 

■会場
　　　　　　　
■手数料 ，０００円
■申込期限： （月）

２２９６ 

■受付期間：
： 

１

１
： 

　
１８７ １３１３ 

： １０： ５：
■場所

： 
２３０５ 

２４３３４ 

： １３：３ ５：３０ 
■場所
■内容： 

　　　　
■対象
　　　 
■申込受付期限： （月）

： １３：３ ５：３０ 
■場所
 　　　　　　　　　　　
■内容： 

り」

■対象： 

　　　　福祉環境部　障害者班 
１８７ ５３５５ 

「家

１１１７ 

＜ 家屋調査期日 ＞ 

角館庁舎
、

　
：３ ７：１５ 

　◆西木庁舎 
：３ ２：００ 

　田沢湖庁舎　総務課秘書係 
　　　　TEL １１１１ ００７）

３３０９ ０２）
 　西木庁舎　

２２００ ５０２） 

１

１

１

角
　
館
　
町

西
　
木
　
町

田
　
沢
　
湖

　　　　地　　　　区 

雲沢地区 

神代地区 

　　　　全　　地　　区 
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　平成１８ 年度排水設備工事責任技
術者の資格認定試験を次の日程で実
施します。

８ 月２４ 日（木） ０～１
■試験日９ 月２７ 日（水） ０～１

： 横手市役所南庁舎 
（ 旧広域交流センター） 

： 受験、講習手数料６
７ 月１０ 日

■申込、問合せ： 仙北市下水道課 
　　　　　　　　ＴＥＬ（４３）

８ 月１ 日（火）～９ 月８ 日（金） 
■募集種目
【航空学生】
　・高卒（見込み含む） で２１ 歳未満 
【一般曹候補学生】
　・８ 歳以上２４ 歳未満 
【曹候補士】および【２等陸・海・空士】
　・８ 歳以上２７ 歳未満 
■問合せ
自衛隊秋田地方連絡部 大仙募集事務所 
　　　　　　ＴＥＬ０ （６３）

　家庭内トラブルや消費者金融に関
する問題、土地や建物をめぐる争い、
金銭貸借、交通事故などの相談に応じ
ます。
　相談内容の秘密は守られ、無料です。
■日時７月２０ 日（木） ００～１ ００ 

： 角館簡易裁判所 
■問合せ 角館簡易裁判所 
　　　　　　　　ＴＥＬ（５３）

　来春の高卒者を対象とした学卒求
人の受付が６ 月２０ 日より開始されました。
　企業の将来を担う優秀な人材の確
保と地元定着による活力あふれるふる
さとづくりのため、採用枠の拡大と学卒
求人の早期提出をお願いします。また、
応募者の適正と能力のみを基準とした
公正な採用選考をお願いします。
■問合せ： ハローワーク角館
　　　　　　　　ＴＥＬ（５４）

　仙北地域振興局では、うつ病の正し
い知識とその対応を学ぶ講座と家族教
室を開催します。
【うつ講座】　 
■日時７ 月１１ 日（火） ０～１

： 角館広域交流センター

　講話「うつ病とその対応について」
　講師　市立角館総合病院 

神経精神科長　佐々木道基氏 
： 関心のある方ならどなたでも参
加できます。

７ 月１０ 日
【うつ病家族教室】
■日時７ 月１９ 日（水） ０～１

： 仙北地域振興局福祉環境部 
（ 大仙保健所）

　　学習会「家族ができること
 　　　　　　　　～ よりよい関係づく
　　家族同士の話し合い

うつ病の方をもつ家族 
■問合せ・申込： 仙北地域振興局 

ＴＥＬ０ （６３）

●新(増)築家屋につきまして、税務課家屋担当による訪問調査を実施しております。
　固定資産税の課税の基礎となる課税標準額算定のため、新(増)築家屋の
屋調査」を以下のとおり実施します。皆様のご協力をお願いいたします。

　※予めご都合の良い日時があればご連絡ください。
●家屋を取り壊した方へ　 
　家屋を取り壊された時には、早めに窓口(税務課・各地域センター・各出張所)
に備え付けの「建物取り壊し申請書」に必要事項をご記入の上提出してください。
■問合せ： 仙北市税務課固定資産税係家屋担当　　　TEL（４３）

 (土日曜日・祝日を除く9:00～16:00) 

　市長が原則として週１ 回、
と西木庁舎で執務を行っておりますので
ご用のある方はお立ち寄りください。
　なお、会議等出席のため不在の場合
がありますので、事前に総務課または各
地域センター総合窓口課にお問い合わ
せください。

◆角館庁舎 
　　毎週火曜日　８ ０～１

　　毎週木曜日　８ ０～１

■問合せ：

（４３） （内線１
 　角館庁舎　角館地域センター総合窓口課
 　　　　TEL（４３） （内線３１

西木地域センター総合窓口課
　　　　 TEL（４３） （内線２

期　　日

７ 月 ３ 日～ ７ 月１４ 日 

７ 月１８ 日～ ７ 月２８ 日 

７ 月３１ 日～ ８ 月１１ 日 

８ 月２１ 日～ ８ 月２５ 日 

８ 月２８ 日～ ９ 月 ８ 日 

９ 月１１ 日～ ９ 月２２ 日 

９ 月２５ 日～１０ 月１３ 日 

０ 月１６ 日～１０ 月２７ 日 

０ 月３０ 日～１１ 月１０ 日 

１ 月１３ 日以降随時 

中川・白岩地区 

上記以外の地区 

上桧木内・桧木内地区 

西明寺・小山田・門屋地区 

上荒井・小渕野・西荒井地区 

田沢・潟・生保内(高野・造道・石神・小先達 
中生保内・田沢湖高原・水沢)地区 

生保内(上記以外)・刺巻地区 
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：
■応募資格

■募集期間： （月）

■応募方法

行

■選考方法
■任　　期： 
■応募用紙

： 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL １１１ １３００　

■募集期間： （月）～ （月）
■入居資格： 

　族

又は、

００,００ 

６ ０

■申込方法 募集期間

 　
角館地域

 　

■選考方法
 　 ０時
 　
■入居時期 （月）

 　　　　　 都市整備課 住宅公園係　　TEL ２２９５ 

－１ 

－３０ 

－５１ 

－６９ 

－Ａ－５ 

０１ 

０２ 

８ 

６－２ 

２－６１ 

０

－１ 

４

規格 

２ＬＫ 

２ＬＫ 

２ＬＫ 

３Ｋ 

１

３

２

２

（円）

７，３００～ 
１５，１００～ 

１５，６００～ 

１６，３００～ 

１４，２００～ 

２２，０００～ 

３５，０００　

３５，０００　

階数

1  

３ 

２ 

２ 

1 

1 

２ 

２ 

無料 

１，０００円

１，０００円
) 

１，０００円
) 

■募集人員５ 人以内 
： ①仙北市に住所を有するかた

 　　　　　②満２０ 歳以上のかた（平成１ ８年４ 月１ 日現在）
 　　　　　③行財政改革に関心のあるかた
 　　　　　④平日の昼間に開催する会議に参加できるかた
　※ただし、国または地方公共団体の議員・職員は除きます。
　　また、仙北市の他の協議会、審議会等の委員になって
　　いるかたはご遠慮願います。

７ 月３ 日 ～７ 月１８ 日（火） 

： 所定の応募用紙に必要事項を記載のうえ、
　持参・郵送・ＦＡＸ により応募してください。
　記載事項は、氏名、住所、生年月日、職業などのほか、
　財政改革に関するご意見等です。（ 応募書類は返却しま
　せん。また、応募者の個人情報は選考のため以外には使
　用しません） 

： 応募された書類により、審査のうえ決定します。
２年間
： 応募用紙は、各地域センター総合窓口課に用

　意しています。

　市では、簡素で効率的な市政の実現に向けて、新市の行財政改革の指針となる大綱を策定することにして
います。
　この大綱策定にあたり、広く市民のみなさんからの意見を反映させるために、仙北市行政改革懇談会を設置し、
これからの行財政改革について審議していただきます。
　なお、委員は、行政運営に優れた学識経験を有するかたなど１ ５人で、このうち５ 人を次のとおり募集します。

■応募先・問合せ〒014-1298　仙北市田沢湖生保内字宮ノ後30　仙北市役所　総務部企画政策課 
（４３） ２ 　／　FAX（４３）

７ 月３ 日 ７ 月３１ 日

　　次の①～④ までの条件にすべて
　あてはまること。ただし、松葉住宅に
　ついては① 及び② の条件を付さない。

①現に同居し、又は同居しようとする親
（婚姻の届出をしないが事実上婚

　姻関係と同様の事情にある者その他
　婚姻の予約者を含む） があること。
　単身者の場合６０ 歳以上であること。
②収入額が２ ０円以下であること。
　ただし、小学校就学前の子供がいる
　世帯は２８,００ 円以下であること。
③現に住宅に困窮していることが明ら
　かな者であること。
④市税を滞納していない者であること。

： 申込書に必要事項を記入し、必要書類を添えて、
　　　　　　内に提出すること。
・提出先及び申込書設置場所
　　西木庁舎 都市整備課、田沢湖地域センター 地域振興課、
　　センター 地域振興課 
・添付書類 
 　　①入居希望者の住民票謄本１ 通（ 婚姻予定者等は各１ 通）
 　　②入居希望者全員の所得証明書各１ 通（学生は除く）
 　　③入居希望者全員の前年度分納税証明書各１ 通（学生は除く）
 　※申込は、１世帯１ 戸限りです。

： 応募者多数の場合、書類審査のうえ公開抽選を行う。
・抽選日時　　平成１ ８年８ 月１０ 日（木） 午前１ 
・抽選場所　　西木庁舎　開発センター　集会室 

： 平成１ ８年８ 月２１ 日 から入居可能 
■問合せ先： 仙北市 建設部 

（４３）

■募集住宅： 
　　住　宅　名 

岩瀬住宅８

菅沢住宅２

菅沢住宅４

菅沢住宅６

武蔵野中央団地８

ニュータウン塚野腰９－西

松葉住宅 西２

松葉住宅 西２

　　　　住　　　所 

角館町西下タ野２

角館町菅沢４

角館町菅沢４

角館町菅沢４６－１ 

田沢湖生保内字武蔵野１２－１ 

西木町小渕野字中関１

西木町桧木内字松葉２７－３ 

ＤＫ 

ＬＤＫ 

ＬＤＫ 

ＬＤＫ 

月額家賃

(駐車料金１ 台分含む) 

(駐車料金１ 台分含む) 

月額駐車料金 
駐車場なし
駐車場なし

駐車場なし

駐車場なし

（２ 台分） 

(２台目より

(２台目より

※入居時に月額家賃の３ ヶ月分の敷金を納付していただきます。
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氏名 保護者 住所 氏名 年齢 住所 

【出生・死亡　５月届出分　敬称略】

　一般寄附
・高橋英夫さん（美郷町）
・角館町建設業協会 
・辻栄 
・角館茶道連盟　会長　木村宗竜さん
・茶たての清水を守る会　代表　青柳征さん
・カネダイ薬局
・八田清美さん（下中町） 
・　橋健さん（卒田字荒町）
・堺正男さん（中菅沢）
　香典返寄附
・藤木真矢さん（薗田字中村） 
・羽根川富幸さん（田沢字高市平）
・中村清三郎さん（山根町）

清眺苑へ善意・奉仕・慰問
・田沢寿会老人クラブ
・田沢ボランティア「すずらん」
・ＪＡつくし会
・鈴木敏子さん（生保内字武蔵野）

■ゴミ処理量（うち資源ゴミ） 
　　　　　　 1，370.5ｔ（96.4ｔ） 
■建築確認件数 21件 
■農地転用件数 2件 

平成１８年６月の小牛市場 

販 売 頭 数
平 均 体 重
平 均 価 格
K g 単 価

雌 
11頭 
277Kg 
392,032円 
1,416円 

去勢 
15頭 
312Kg 
571,130円 
1,832円 

平成１８年６月９日市場 

小 丸 太
中 丸 太
大 丸 太

１㎥平均 
9,500円 
―　円 

11,000円 

１石平均 
　2,638円 
―　円 
3,055円 

今月の売上数値 
　　　　　　　　51,715㎥（186,174石）
今月の売上金額　　　　　　571,400円 

松　田　かりん　　朝　生　　生保内字町田 
嵯　峨　七　海　　　博　　　生保内字上滝沢 
酒　出　泰　祐　　和　哉　　生保内字武蔵野 
相　馬　　伯　　　洋　信　　生保内字大平下 
佐々木　煌　梨　　宏　樹　　小松字谷地中 
佐　藤　駿　太　　勝　昭　　神代字板屋 
藤　元　美　優　　清　実　　卒田字上真崎野 
藤　井　晃　来　　行　忠　　卒田字上信田 
木　村　光　樹　　貴　則　　菅沢 
栗　林　尚　輝　　一　吉　　上菅沢 
石郷岡　　傑　　　健　次　　勝楽 
戸　澤　陽　斗　　博　道　　北野 
石　川　慎　悟　　東　平　　小人町 
青　山　颯　羽　　昌　宏　　川原堂ノ沢 
浅　利　菜　月　　　茜　　　小勝田中川原 
福　島　誠之介　　正　人　　小勝田下川原 
畠　山　美　桜　　　勉　　　西長野中泊 
林　崎　舞　桜　　智　美　　雲然山崎 
茂　木　珈芽璃　　正　美　　雲然山崎 
山　岡　莉　子　　　純　　　雲然下町屋 
菅　原　梨紗子　　行　毅　　薗田家ノ東 
米　澤　翔　大　　光　平　　広久内舟場 
門　脇　大　和　　　隆　　　桧木内字久保 

な　な　み 

たいすけ 

たける 

き　ら　り 

しゅん　た 

み　ゆ　う 

き　ら　ら 

こ　う　き 

な　お　き 

すぐる 

は　る　と 

し　ん　ご 

そ　う　わ 

な　つ　き 

せいのすけ 

み　　お 

ま　　お 

か　が　り 

り　　こ 

り　さ　こ 

しょう　た 

や　ま　と 

小　坂　誠　子　　８２　　生保内字下高野 
古　田　岩　雄　　８５　　生保内字武蔵野 
田　口　昭　典　　７７　　生保内字男坂 
伊　藤　ツヱノ　　８９　　生保内字源左ェ門野 
倉　橋　久太郎　　８６　　生保内字下手倉 
中　島　和　夫　　５９　　生保内字小杉沢口 
藤　原　重　保　　７９　　生保内字船場 
高　橋　昭　榮　　７７　　刺巻字刺巻 
三　浦　久兵衛　　８４　　潟字ヨテコ沢 
堀　川　譽　子　　７３　　田沢字打野 
長　沼　　　豊　　６６　　小松字城廻 
小　瀧　　　雄　　８５　　小松字野中 
小　瀧　フチヱ　　９０　　小松字七佐戸 
　　橋　ハ　ル　　８９　　角館東前郷字赤平 
齋　藤　カ　タ　　７９　　岡崎字元鎌川 
浅　利　二　郎　　８８　　神代字戸伏 
石　　　ヨ　ツ　　７２　　梅沢字東田 
　　橋　良　三　　７３　　菅沢 
大　石　　　豊　　７３　　菅沢 
山　　　一　夫　　６４　　上菅沢 
茂　垣　ヒ　サ　　７９　　西菅沢 
佐　越　岩　雄　　８４　　小館 
大　越　哲　郎　　８４　　細越町 
佐　藤　成　達　　８４　　裏町 
柴　田　ミヨ子　　７４　　横町 
八　田　哲　夫　　７８　　下中町 
鈴　木　和　子　　７７　　竹原町 
後　藤　キ　ク　　８５　　雲然荒屋敷 
阿　部　光　雄　　８１　　雲然田頭 
藤　木　春　悦　　５３　　薗田中村 
古　郡　善　一　　９１　　広久内下中川原前田 
阿　部　ふじ子　　５８　　上桧木内字桁沢 
鈴　木　　　要　　８６　　上桧木内字比内沢 
石　川　徹　郎　　８６　　小山田字石川原 
田　口　ノ　ブ　　９２　　小山田字石川原 

■人　口　　男　　　　　　15,187人 
■　　　　　女　　　　　　17,090人 
■　　　　　計　　　　　　32,277人 
■世帯数　　　　　　　　　10,851世帯 
■出　生　　　　　　　　　　　24人 
■死　亡　　　　　　　　　　　38人 
■結　婚　　　　　　　　　　　12組 
■転　入　　　　　　　　　　　56人 
■転　出　　　　　　　　　　　70人 
■火　災　　　　　　　　　　　 2件 
■交通事故（うち死傷者）　　　 9件（9人） 
■飲酒運転違反者　　　　　 　 3人 
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◎母子手帳交付

◎基本健診結果説明会

◎母子手帳交付

◎母子手帳交付 　◎予防接種
◎ 　◎

◎乳児健診 ◎ 

◎予防接種

◎ 
◎ ◎ 

◎基本健診結果説明会

◎基本健診結果説明会

５．１
　　◎健康教室

◎母子手帳交付
◎基本健診結果説明会

◎乳児相談 ７．１ ７．
◎献血

◎健康教室

◎基本健診結果説明会

◎乳児健診 ８． ７．

◎健康教室

◎予防接種 　　◎健康教室

◎予防接種

　

1 

４ ｃａｌ 
．５ｇ 

・

・・・・

葱、

◎ 田沢湖ツーデーマーチ

◎ 田沢湖ツーデーマーチ　　◎仙北市消防訓練大会 
◎にしきフラワーロード１５ 一斉植栽 

（田） 　　◎子ども開放日（角） 
◎角館まちづくりシンポジウム（ 樺細工伝承館） 

（神） 

◎ 田沢湖まつり 

◎ 田沢湖地区胃検診・歯周検診 
◎ 田沢湖地区子宮がん・乳がん検診・骨そしょう症検診 

（西） 　　◎子ども開放日（角） 
◎ 田沢湖地区胃検診　　◎田沢湖地区子宮がん・乳がん検診 

（角） （ 三種混合・ポリオ生ワクチン）（西） 
田沢湖地区胃検診・歯周検診 田沢湖地区子宮がん検診・乳がん検診・骨そしょう症検診 

（対象：Ｈ１８．３ 月生・Ｈ１７．１０ 月生） （角） 田沢湖地区胃検診・歯周検診 
◎ 田沢湖地区子宮がん検診・乳がん検診・骨そしょう症検診 

（ 三種混合・ＢＣＧ） （角） 

１歳６ヶ月児健診（対象：Ｈ１６．１１～１２ 月生） （角） 　◎ 田沢湖地区胃検診 
田沢湖地区子宮がん・乳がん検診　 献血（ 角館消防署・今工学・セキエレクトロニクス・ワンダーモール） 

（神） 　　◎なかよし教室（角） 

（田沢交流センター） 
◎さわやか教室（田） 

◎ ２歳６ヶ月児歯科健診（対象：Ｈ１ １～１２ 月生） （角） 
◎さわやか教室（角） （角） 

（角） 
（田） 

（対象：Ｈ１ １～１２ 月生・Ｈ１ ７ 月生） （角） 
（ 角館南高校） 

（角） 　　◎さわやか教室（西） 

（田） 

（対象：Ｈ１ ２～３ 月生・Ｈ１ ９～１０ 月生） （神） 

◎ 田沢湖地区胃検診　　◎田沢湖地区子宮がん・乳がん検診  
（角） 

（ 三種混合・ポリオ生ワクチン）（田） （角） 
◎ 田沢湖地区胃検診　　◎田沢湖地区子宮がん・乳がん検診 

（ 三種混合・ポリオ生ワクチン）（神） 
◎ 田沢湖地区胃検診　　◎田沢湖地区子宮がん・乳がん検診 

◎ １歳６ヶ月児、３ 歳児健診（対象：Ｈ１６．１１～１２ 月生、Ｈ１４．１１～１２ 月生） （西） 
◎ 田沢湖地区胃検診　　◎田沢湖地区子宮がん・乳がん検診 

　生活習慣病の予防に不可欠なビタミン、ミネラル、
食物繊維などを補給するには、１ 日３５０ ｇ以上の野菜
摂取が必要とされています。また、特定の栄養素だけ
をたくさん摂っても、十分に吸収されません。
　バランスよく摂ってこそ、効果が期待できるもの！ 
　バランスのよい食事を心がけてください

◇においの強い野菜には免疫力 
　においの元になる硫黄化合物が、体の免疫機能
に喝を入れてくれる！ 
（玉ねぎ、にんにく、しょうが、にら、ねぎ、など） 
◇色の濃い野菜には抗酸化力 
　色の濃い野菜には、カロチノイドやポリフェノールと
いった色素成分が豊富！ この色素成分が体の酸化
を防いでくれ、生活習慣病予防に効果大！ さらにビタ
ミン類も多い。
（ ほうれん草、にんじん、かぼちゃ、トマト、なす、など） 

［野菜たっぷりレシピ］

　今回は今が旬のグリーンアスパラガスに注目！ 
　グリーンアスパラガスには、アミノ酸等が多く含ま
れているので発ガン予防やまた、豚肉のビタミンＢ
と一緒に摂ることで疲労回復を高めます。

＜材料４ 人分＞ 

＜作り方＞ 

エネルギー１２Ｋ
食物繊維　１

アスパラ　・・・・・・・・・・・・　８本
赤ピーマン　・・・・・・・・・・・　１ 個
豚肩ロース薄切り ・ ・ １５０ｇ 
長ネギ（みじん切り） ・・・・・・・５ｃｍ 
しょうが（みじん切り） ・・・・大さじ１ 
にんにく（みじん切り） ・・一かけ分
オイスターソース　・・・・　大さじ１ 
しょうゆ　・・・・・・・・・・・　小さじ２ 
ごま油　・・・・・・・・・・・・　大さじ１ 

①アスパラは洗って、硬い根元を少々切り落とし、ななめ
　切りにする。
②赤ピーマンは５ｍｍ くらいの短冊切りにし、豚肉は食べ
　やすい大きさに切る。
③フライパンにごま油を熱し、みじん切りにした、 しょうが、
　にんにくを炒め、香が出たら豚肉を加えてよく炒める。
④豚肉の色が変わったら、赤ピーマン、アスパラを加えて
　炒め合わせ、オイスターソースとしょうゆで味付けする。

（田）…仙北市健康増進センター　（角）…仙北市健康管理センター
（西）…西木保健センター　（神）…仙北市就業改善センター
（桧）…桧木内地区公民館　（紙）…紙風船館　（西地）…西木地域センター No.10 2006.7 

【実施場所】
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院内地区から今年の辰子役を抜てき、伝説の峠越え
を再現します。夜は恋人八郎太郎との出会いへ。華麗
な手踊りによる生保内節、勇壮な龍神太鼓の響きに、
若者会に担がれた２体の巨大龍神輿が舞いを披露しま
す。また、夜空を彩る花火がクライマックスを演出し
ます。
◆場所 院内～御座石神社～お祭り広場～白浜
◆内容 辰子一行の峠越え　　10：00～14：00

神事（お祭り広場）
生保内節踊り　　　　18：50～
龍神太鼓演奏　　　　19：00～
双龍の出会い　　　　19：10～
たざわ湖大花火　　　20：00～21：00

小物から農産物まで並ぶ、たざわ湖ならではのフリ
ーマーケットです。やりとりも楽しい青空ショッピン
グ。
◆場所 お祭り広場　◆時間 11：00～21：00 
※たつこ市参加者募集
募集締切は７月14日です。30区画程度を設定し、１

３人１組によるおもしろボートレース。ゴールまで
まったく予想のつかない展開が笑いを誘います。
◆場所 白浜　◆時間 14：00～15：00 
※たつこカップ参加者募集

に豪華景品があります。

県内外のプロアマミュージシャンが出演する音楽の
祭典。ミュージシャンの熱いハートを支えるプロ仕様
の本格野外ステ－ジをお楽しみください。
◆場所 お祭り広場特設ステージ　
◆時間 11：00～18：00 

しています。募集締切は７月７日です。
参加・出演に関するお問い合わせ
〒014－1204仙北市田沢湖田沢字潟前160－58

ペンション　サウンズ・グッド！　内　

●たざわ湖まつりに関するお問い合わせ
田沢湖観光情報センター「フォレイク」
電話　43－2111

マラソン、20㌔マラソン、10㌔マラソン、ペアマラソ
ン出場者を募集しています。

①田沢湖マラソン事務局、角館・西木庁舎の各地域セ　
ンター、各出張所にある開催要項の払込取扱票に必
要事項を記入し、参加料を郵便局から払い込みくだ　
さい。
②仙北市のホームページに参加申込みコーナーを設け　
てありますので必要事項を入力し参加料を払い込み　
ください。（http://www.city.semboku.akita.jp/） 

③雑誌ランナーズのランテスも利用できます。

定員に達した場合は、申込を締め切ることがありま
す）

第21回田沢湖マラソン事務局では、給水係や受付
係など、大会を支えるボランティアを募集していま

ンター・各出張所に備え付けの用紙にご協力いただけ

いします。
●マラソンに関するお問い合わせ

電話　43－1116 ＦＡＸ　43－1290
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18：30～ 

区画1，000円の参加料が必要です。

３人１組（25組程度を予定）でエントリーしてくだ
さい。１チーム1，000円の参加料が必要です。参加者

また、ＴＡＺＫＯ（タツコ）音楽祭の出演者を募集

たざわ湖まつり実行委員会事務局電話43－0127

９月17日（日）開催の第21回田沢湖マラソンのフル

■申込方法（次のいずれかの方法で）

■申込締切　８月１日（火）消印有効（締切日以前でも　

す。ボランティアや沿道で応援する人などを対象に、
この大会に貢献していただいた個人、または団体を
表彰する「田沢湖マラソン賞」を準備しています。
当日、ボランティアとしてご協力いただける方は、

田沢湖マラソン事務局、角館・西木庁舎の各地域セ

る方全員の名前を記入し、７月20日（木）までマラソ
ン事務局へ提出してください。皆さんのご協力をお願

田沢湖マラソン事務局（田沢湖庁舎内）


